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特徴 １.どんな世代でも、どんな病気でも、まるっと健康を守る

2.「さいごまでお家で」を支える多職種チーム

3.世田谷の地域課題に取り組むクリニック

桜新町アーバンクリニックについて
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■事業所

桜新町アーバンクリニック 外来・在宅医療部 桜新町ナースケア・ステーション（訪問看護）

桜新町ナースケア・プランニング（居宅介護支援） 世田谷区認知症在宅生活サポート事業（区の委託事業）

ナースケア・リビング世田谷中町（看護師小規模多機能） 桜新町アーバン・デイサービス（通所介護）

演題番号：O-2-24
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世田谷区
人口：920596人
高齢者：188647人
高齢化率：20.5％
高齢者人口密度：3250人/k㎡

二子玉川地区(玉川・瀬田）
人口：7115人
高齢者：1533人
高齢化率：21.5％
高齢者人口密度：3103人/k㎡

世田谷区ホームページ 令和6年度高齢者人口

世田谷区ホームページ 玉川地区 地域包括ケアの地区展開 令和6年度 地区アセスメント

1.高齢者世帯の

7割以上が単独世帯
2.急な坂があり、社会資源

へのアクセスが困難
3.集える場所がない

地域の課題（地域包括支援センター聞き取りをもとに整理）
演題番号：O-2-24
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• 社会的孤立の解消

地域課題の解決
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地域の高齢者が集う食堂を開設

➢場所：地域の教会にある交流スペース

➢開催頻度と日時：第2・4金曜日 15時〜17時

➢スタッフ：事務、栄養士、看護師、セラピスト、医師

➢概要：体操、健康相談、食事

➢参加費：無料

会場と厨房は教会が提供、その他はクリニックが負担

演題番号：O-2-24
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①

• 「高齢者が集える食堂」構想

• 無料のこども食堂を見学・調査

②

• 保健所、食支援事業所、社会福祉協議会、
地域包括支援センターに相談

③

• 安全マニュアル、同意書を作成

• 院内で説明と協力依頼

金銭を伴う食事提供は

食品衛生管理が一層厳しい

〜必要な地域資源〜
補助金
フードバンク◯
行事保険◯
ボランティアスタッフ◯

「アーバンちいき食堂」の開設までの具体的な動き 演題番号：O-2-24
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1年間を通した食堂の参加者の推移と変化

参加人数の推移

受動的
お客さん

開設当初

交流が活発
顔なじみの関係

3～6ヶ月

積極的
協力者

6～12ヶ月

～役割～
準備
片付け

演題番号：O-2-24
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料理 準備・片付け

趣味 共食

「アーバンちいき食堂」の期待
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栄養

運動
社会
参加

嚥下についての講話

体操教室

演題番号：O-2-24
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「アーバンちいき食堂」の日常
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久しぶりに皆でご飯を食べた。

おかわりある？

この人家から出ないのに、

ここは楽しみに

しているみたい。

先生や看護師さんがいると

安心だわ。何かあったらアー

バンさんに言えばいいわね。

独居 80代 男性 90代夫婦と 80代男性 80代介護者女性と看護師

食堂がつなぐ地域と医療の人の輪

演題番号：O-2-24
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地域住民

地域包括

支援センター

桜新町アーバン
クリニック

まとめ
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・地域コミュニティの再構築
・セーフティネット

・地域と顔が見える関係
・ACPの普及活動
・担当患者の社会参加の場に活用
・遺族、介護者などのケア

健康相談 もしバナ
カード

ACP
ガイドブック

・医療介護の相談窓口ができる
・社会的孤立の解消手段

演題番号：O-2-24
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